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木
枯
ら
し
に
、
冬
の
訪
れ
を
感

じ
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
が
、
い

か
が
お
過
ご
し
で
す
か
。

　
10
月
16
日
に
水
沢
駅
通
り
で

「
踊
り
の
祭
典
２
０
２
１
」
が
、

ま
た
、
23
日
に
は
え
さ
し
藤
原
の

郷
で
「
江
刺
甚
句
ま
つ
り
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
演
舞

を
披
露
す
る
機
会
も
少
な
く
な
っ

て
い
た
中
で
、
市
内
の
厄
年
連
や

年
祝
連
な
ど
が
出
演
し
、
華
や
か

に
、
力
強
く
舞
い
踊
る
姿
を
見
せ

て
く
れ
ま
し
た
。
出
演
団
体
の
皆

さ
ん
、
ま
た
運
営
に
関
わ
っ
た
関

係
者
の
皆
さ
ん
、
市
民
に
元
気
と

明
る
い
話
題
を
届
け
て
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
10
月
６
日
、「
地
域
企
業
×
岩

手
大
学
×
奥
州
連
携
フ
ォ
ー
ラ
ム

２
０
２
１
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

岩
手
大
学
と
は
、
平
成
18
年
に
産

業
振
興
分
野
で
の
相
互
友
好
協
力

協
定
を
締
結
し
て
以
来
、
地
元
の

企
業
と
も
協
力
し
、
産
学
官
連
携

の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
後
も
さ
ら
に
関
係
機
関
と
の
連

携
を
密
に
し
、
技
術
の
向
上
や
販

路
拡
大
な
ど
の
支
援
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
10
月
１
日
、
江
刺
梁
川
地
区
の

自
家
用
有
償
旅
客
運
送
「
梁
川
Ｔ

Ａ
Ｘ
Ｉ
～
や
な
た
っ
く
ん
～
」
出

発
式
に
出
席
し
ま
し
た
。
事
業
導

入
に
あ
た
り
ご
尽
力
い
た
だ
い
た

梁
川
振
興
会
、ま
た
実
際
の
運
営
・

運
行
の
主
体
と
な
る
「
梁
川
地
区

内
交
通
の
会
」
の
皆
さ
ま
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
今
回
の
事
例
を

モ
デ
ル
に
、
今
後
、
他
地
区
に
お

い
て
も
地
域
の
事
情
に
配
慮
し
な

が
ら
、「
地
区
内
交
通
」
の
構
築

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
同
日
、
デ
サ
ン
ト
ジ
ャ
パ
ン
㈱

と
地
方
創
生
推
進
に
係
る
地
域
包

括
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
同
社

と
は
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と

し
て
、
胆
沢
の
デ
サ
ン
ト
ア
パ
レ

ル
㈱
水
沢
工
場
で
生
産
さ
れ
た

「
水
沢
ダ
ウ
ン
」
を
採
用
す
る
な

ど
ご
縁
が
あ
り
ま
す
が
、
今
後
も
、

カ
ヌ
ー
競
技
事
業
な
ど
の
ス
ポ
ー

ツ
振
興
、
青
少
年
育
成
な
ど
に
連

携
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

【市ホームページ】

【ＩＬＣ紹介動画】

　
国
際
リ
ニ
ア
コ
ラ

　
国
際
リ
ニ
ア
コ
ラ

イ
ダ
ー
（
Ｉ
Ｌ
Ｃ
）

イ
ダ
ー
（
Ｉ
Ｌ
Ｃ
）

計
画
の
各
種
最
新
情

計
画
の
各
種
最
新
情

報
を
お
届
け
し
ま
す

報
を
お
届
け
し
ま
す

第
96
回

新調したバナーフラッグと南岩手交流プラザ内のＩＬＣ展示コーナー

有
識
者
会
議
で
最
新
情
報
を
共
有

  

10
月
14
日
と
18
日
に
、
文
部
科

学
省
の
『
Ｉ
Ｌ
Ｃ
に
関
す
る
有
識

者
会
議
（
第
２
期
第
２
回
と
第
３

回
）』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
６
月
に
「
Ｉ
Ｌ
Ｃ
準
備
研

究
所
提
案
書
」
と
「
Ｉ
Ｌ
Ｃ
計
画

に
関
す
る
主
な
課
題
に
つ
い
て
」

が
公
表
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
有

識
者
会
議
が
再
開
。
こ
れ
ま
で
に

指
摘
さ
れ
て
い
る
Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
課
題

の
進し

ん

捗ち
ょ
くな

ど
、
専
門
的
見
地
か
ら

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
議
論
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
今
回
は
研
究
者
と
の

意
見
交
換
を
中
心
に
、
最
新
情
報

の
整
理
や
共
有
が
さ
れ
ま
し
た
。

　
有
識
者
会
議
は
今
後
も
開
催
さ

れ
、
国
内
の
Ｉ
Ｌ
Ｃ
に
係
る
議
論

が
深
ま
っ
て
い
く
こ
と
か
ら
、
市

と
し
て
も
議
論
の
内
容
を
注
視
し

て
Ｉ
Ｌ
Ｃ
実
現
に
向
け
た
取
り
組

み
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

市
Ⅰ
Ｌ
Ｃ
情
報
発
信
の
紹
介

　
市
で
は
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
実
現
の
機
運

醸
成
を
図
り
、
地
元
か
ら
の
情
報

発
信
強
化
の
取
り
組
み
と
し
て
、

水
沢
駅
通
り
の
街
路
灯
へ
掲
出
し

て
い
る
Ｉ
Ｌ
Ｃ
バ
ナ
ー
フ
ラ
ッ
グ

と
水
沢
江
刺
駅
南
岩
手
交
流
プ
ラ

ザ
内
の
Ｉ
Ｌ
Ｃ
展
示
コ
ー
ナ
ー
を

新
調
し
ま
し
た
。

　
水
沢
駅
通
り
街
路
灯
の
Ｉ
Ｌ
Ｃ

バ
ナ
ー
フ
ラ
ッ
グ
は
、
表
と
裏
で

色
の
基
調
が
異
な
る
デ
ザ
イ
ン
を

採
用
し
て
お
り
、
色
鮮
や
か
に
Ｉ

Ｌ
Ｃ
実
現
に
向
け
た
情
報
発
信
を

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
水
沢
江
刺

駅
南
岩
手
交
流
プ
ラ
ザ
内
の
Ｉ
Ｌ

Ｃ
展
示
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ

紹
介
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
内
容
を
拡

大
し
た
パ
ネ
ル
な
ど
を
見
や
す
い

よ
う
に
配
置
し
ま
し
た
。

　
駅
は
日
常
で
地
域
の
皆
さ
ん
が

利
用
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
旅
行
者
の
玄
関
口
で
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
休
憩
や
時
間
調
整
に

利
用
さ
れ
る
人
た
ち
の
過
ご
し
や

す
さ
に
も
配
慮
し
ま
し
た
。

　
水
沢
駅
付
近
を
通
る
と
き
や
水

沢
江
刺
駅
を
利
用
す
る
と
き
は
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

21（2021.11）

秋
の
「
叙
勲
」「
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
」
―
栄
誉
に
喜
び
の
声

　

顕
著
な
功
績
を
挙
げ
た
人
な
ど
に

贈
ら
れ
る
秋
の
叙
勲
と
、
警
察
官
な

ど
危
険
な
職
務
に
長
年
従
事
し
た
人

に
贈
ら
れ
る
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

の
受
章
者
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
市

内
か
ら
は
、
合
わ
せ
て
10
人
が
そ
の

栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。
受
章
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　人の役に立ちたいとの思いから、

昭和46年に胆沢地区消防組合に入

庁。消防団員、婦人消防協力隊と

の連携強化や査察執行率の向上、

防火思想の普及に尽力されました。

瑞
宝
単
光
章

（
消
防
功
労
）

菊
池 

永
喜
さ

ん
（
74
）

＝
前
沢
字
里
＝

叙 

勲

叙 

勲

　平成22年から７年間、岩手江刺

農業協同組合代表理事組合長を務

められました。「受章は皆さまの協

力のたまものであり、ＪＡ江刺を

代表して頂く」と語りました。

旭
日
単
光
章

（
農
業
振
興
功
労
）

小
沢 

隆
一
さ

ん
（
73
）

＝
江
刺
愛
宕
字
三
日
町
＝

　昭和49年に県職員となり、県議

会事務局事務局長などを歴任。介

護保険制度の立ち上げや男女共同

参画条例の制定に携わるなど、県

民のために尽力されました。

瑞
宝
双
光
章

（
地
方
自
治
功
労
）

藤
原 

健
一
さ

ん
（
72
）

＝
水
沢
神
明
町
＝

　昭和50年に統計調査員に任命さ

れて以来、通算 47年121回の調査

業務に従事。市統計調査員協議会

長を務められたほか、行政区長と

しても地域に貢献されています。

瑞
宝
単
光
章

（
統
計
調
査
功
労
）

阿
部 

良
男
さ

ん
（
79
）

＝
江
刺
重
染
寺
＝

　昭和32年に三品タンス店に就職

して以来、64年にわたり岩谷堂箪
た ん

笥
す

の製作に打ち込まれました。現

在は伝統工芸士として後進の指導

に当たられています。

瑞
宝
単
光
章

（
伝
統
工
芸
業
務
功
労
）

梅
原 

新
吉
さ

ん
（
79
）

＝
江
刺
栄
町
＝

　昭和43年に衣川村消防団に入団

し、地域の安全のために尽力され

ました。「職場の理解と協力があっ

てこそ、現場に行くことができた」

と感謝の気持ちを語りました。

瑞
宝
単
光
章

（
消
防
功
労
）

吉
田 

民
男
さ

ん
（
78
）

＝
衣
川
古
戸
＝

　昭和48年に江刺市消防団入りし、

38年間活動されました。東日本大

震災の際には、江刺総合支所に泊

まり込んで対応に当たるなど、住

民の暮らしを守ってきました。

瑞
宝
単
光
章

（
消
防
功
労
）

梅
原 

久
司
さ

ん
（
74
）

＝
江
刺
田
原
字
宿
ノ
平
＝

　昭和49年に郵便局入りし、外務

職として郵便物の円滑な配達など

に尽力されました。「同僚や家族

の支えで勤め上げることができ

た」と周囲への感謝を語りました。

瑞
宝
単
光
章

（
郵
政
業
務
功
労
）

立
野　

稔 

さ
ん
（
66
）

＝
前
沢
白
山
字
小
林
＝

　昭和46年に胆沢地区消防組合に

入り、長きにわたり予防業務を担

当。消防用設備の設置などを粘り

強く呼び掛けたほか、査察指導体

制の充実などにも努められました。

瑞
宝
単
光
章

（
消
防
功
労
）

神
田 

武
美
さ

ん
（
73
）

＝
水
沢
字
搦
手
丁
＝

　昭和48年に東京消防庁に入庁し、

第二消防方面本部消防救助機動部

隊総括隊長などを歴任されました。

現在は市防災士会「絆」の会長とし

て、防災の普及に努めています。

瑞
宝
単
光
章

（
消
防
功
労
）

千
葉　

稔 

さ
ん
（
67
）

＝
水
沢
字
川
原
小
路
＝


